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抄録：本論文は、イギリスの継続教育カレッジ（Further Education College）における高等教育課程についての研究である。
特に、1999年から2001年の2年間の福祉実践コースの事例分析により、その教育課程の特徴を明らかにすることを目的と
している。最初に、継続教育カレッジにおける初期の高等教育課程の概要について、ニューカレッジ・ノッティンガムにお
ける1999年開講の高等教育コースに即して整理した。次に、継続教育カレッジにおける高等教育課程の福祉実践コースの
開講科目、獲得が目指されている能力、指導体制の特徴を整理し、その可能性と課題を明らかにした。
（別刷請求先：山田寛之）
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緒言
現代イギリスでは、教育に関する国家の役割として、「品
質保証」の機能が重視されるようになっている。その特徴
は、公共サービスの供給者の多様化、顧客による市場での
供給者の自由な選択の推進、品質の内容と水準の規定・査
察・評価・結果公表の実施、そして、その公表結果をもとに
した救済策の準備である。高等教育についても、教育機会
拡大と同時に、その品質保証のための政策が実施されてお
り、教育の内容や質に関する分析が、政策的な課題となっ
ている（大田 , 2010; 沖 , 2007）。
継続教育カレッジ（Further Education College）とは、
職業教育を中心に、基礎教育や一般教養教育も提供する
コミュニティにおける公立の教育機関である。1992年継
続・高等教育法（1992 Further and Higher Education Act）に
より、自治体（地方教育当局）管轄の教育機関から、独立機
関として国の監督と支援を受ける教育機関へとその運営形
態が変化している。継続教育は、16歳から18歳までの人々
が参加するフルタイムの中等教育、および18歳以上の人々
が参加する基礎教育から中等教育までの教育であり、高等
教育とは区別されている。しかし、高等教育機会の拡大を
推進する政策において、継続教育カレッジは、働きながら
学ぶ成人学習者にとっての利便性が注目され、1999年に
は、高等教育の公的資金も獲得できるようになる。そして、
コミュニティにおいて高等教育を提供することのできる教
育機関へと転換した（舘 , 2002）。
コミュニティにおける高等教育に関する先行研究とし
て、大学成人教育の研究蓄積がある。しかし、大学成人教
育は「非職業的一般教養教育（Non-vocational Liberal 
Adult Education）」を特徴としており、職業教育を重視する
現在の高等教育政策のもとで、その規模の縮小や役割の再
検討が課題となっている（矢口 , 1998; 姉崎 , 2008; 上杉 , 
2011）。継続教育については、これまでは、その法制度や政
策の特徴についての分析が中心であったが（諸岡 , 1971; 
加藤 , 1975;上杉 , 1986; 左口 ,1996; 朝倉 , 1999）、1988年
教育改革法以降の教育制度改革において、継続教育と高等
教育との接続、継続教育と地域や産業との連携等が注目さ
れるようになったことを背景に、継続教育の歴史と現状に
関する系統的な政策分析が実施されている（黒柳 , 2002）。
また、知的障害者教育の視点から、継続教育の教育内容や
スタッフの力量形成を含む実証的な研究も行われている
（丸山 , 2009）。その他にも、成人教育職員の養成に焦点を
置き、2年制の高等教育課程と職業資格との関連、大学と継
続教育カレッジとの連携などの事例分析も行われている
（矢口 , 2008, 2012, 2013）。
本研究では、高等教育の政策動向を批判的に検討するた
めの基礎として、コミュニティにおける高等教育の関する
実証的な分析を行う。特に、継続教育カレッジの高等教育
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課程が、コミュニティの教育機関として、高等教育への参
加を広げる可能性を持っている点に注目し、継続教育カ
レッジが単独で高等教育の公的資金を獲得することができ
るようになった1999年に開講された初期の高等教育課程
の教育内容と参加の特徴を、事例に即して検討する。
研究対象と方法
本論の研究対象は、ニューカレッジ・ノッティンガム 
（New College Nottingham）の福祉実践コース（Higher 
National Programme in Care Practice）である。このコース
は、1999年に開講された、継続教育カレッジによる初期の
高等教育課程の事例の１つである。なお、同コースには、
著者自身が1999年から2年間、正規学生として参加し、
フィールドワークを実施した。
研究方法としては、正規学生としての参加を通じて実施
したフィールドワークの経験と（山田 , 2004）、同時期に収
集したリーフレットや学習者向けの配布資料などの一次資
料を使用し、この高等教育課程の特徴を具体的に記述した
上で、考察を行った。
構成は、次の通りである。まずは、継続教育カレッジに
おいて開講される高等教育課程の特徴を明らかにするた
め、ニューカレッジ・ノッティンガムの概要、および、そこ
で実施されている初期の高等教育コースの特徴を整理し
た。次に、高等教育課程の福祉実践コースを事例として、
その開講科目、獲得が目指されている能力、指導体制の特
徴を整理した。最後に、継続教育カレッジにおける初期の
高等教育課程の可能性と課題について考察した上で、今後
の研究の方向性を明らかにした。
結果
1．継続教育カレッジにおける初期の高等教育課程の概要
1-1．ニューカレッジ・ノッティンガムの概要
ニューカレッジ・ノッティンガムは、イングランド中部
のノッティンガム市（人口約30万人）にある継続教育カ
レッジである。1998年 8月に、クラレンドン・カレッジ
（Clarendon College）と ベース ホード ホール・カ レッジ
（Basford Hall College）が合併し、ニューカレッジ・ノッ
ティンガムとなった。1999年2月には、市の中心部に、新
校舎（Adams Building, Clarendon City College）が設置さ
れ、その後、1999年4月と9月に、市内の別の2つの継続教
育カレッジ（High Pavement Sixth Form Collegeと Arnold 
and Carlton College）が統合された。そして、最後に、隣接
するアッシュフィールド市に新校舎（Hucknell College）が
設置され、現在のカレッジの原型が完成した（New College 
Nottingham, 2013）。
カレッジの規模は、同カレッジを対象とする最初の視学
の報告書によると、2003年度入学者数は、合計32,104人で
あった（Ofsted, 2005）。そのうち、5,567人がフルタイムの
学習者で、それ以外はパートタイムの学習者であった。
2004年12月時点での学校への登録学習者数は、16歳から
18歳が26,701人、18歳以上が56,958人であった。18歳以
上の学習者のうち、基礎レベルの教育課程に登録している
ものが最も多く、その年齢層の学習者の53％であった。な
お、高等教育課程に登録している学習者数は、割合として
は最も少ないが、学習者全体の2%となっていた。
1-2． ニューカレッジ・ノッティンガムにおける1999年
開講の高等教育課程
1999年に、ニューカレッジ・ノッティンガムにおいて開
講された高等教育課程のコース数は、合計で42コースで
あった（表1）。
高等教育課程の教育領域は、職業教育関連が多く、特に、
最初に合併した2つの継続教育カレッジにおいて蓄積の
あった領域が中心であった。具体的には、クラレンドン・
カレッジは、ビジネス、レジャー、福祉、メディアの分野の
評価が高く（Further Education Funding Council, 1996）、
ベースホードホール・カレッジは、建築、福祉、家具装具の
分野の評価が高い教育機関であった（Further Education 
Funding Council, 1994）。なお、継続教育カレッジは、資格・
学位を授与する権限を持たない教育機関であるため、資格
取得コースを提供するためには、外部の資格授与機関によ
る設備や人員等についての認定を受け、その規定に基づい
て教育活動を実施する必要があった。
高等教育課程の修了資格の多くは、資格授与機関の
エデクセル（Edexcel）によって認定される高等職業教育修
了資格（Higher National Certificate: HNC, Higher National 
Diploma: HND）であった。その他、準学士（Associate 
Degree）のコースがあった。準学士は、アメリカの高等教育
機関と連携して開発されたもので、高等教育課程のHNC課
程（パートタイム）の学習と、後期中等教育水準の一般教養
科目の学習を組み合わせたフルタイムのコースであった。
職業教育以外に、地理学や人文科学のコースが開講され
ていた。これは、近隣の大学によって実施されるパートタ
イムのコースであり、例えば、地理学のコースは、ノッティ
ンガム大学の成人教育担当教員が、学習者層の拡大を目的
として、大学の施設ではなく、継続教育カレッジの教室を
利用して実施するものであった。なお、修了資格は、大学
による学士（Bachelor of Arts: BA）や高等教育修了資格
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表1．継続教育カレッジの高等教育コース : New College Nottinghamの1999年度開講
　 コース名 資格 連携する高等教育機関 出願方法
1 会計学 Associate Degree City Colleges of Chicago, USA 　
2 芸術・美術 HND なし 　
3 建築サービス工学 HNC なし 　
4 建築研究 HNC なし 　
5 ビジネス・マーケティング Associate Degree City Colleges of Chicago, USA 　
6 ビジネス・マーケティング HNC なし 　
7 福祉実践 Associate Degree City Colleges of Chicago, USA 　
8 福祉実践 HNC なし 　
9 福祉実践 HND なし 　
10 幼児発達・就学前教育 Associate Degree City Colleges of Chicago, USA 　
11 幼児期研究 HNC なし 　
12 土木工学 HNC なし 　
13 コンピューター研究 HNC なし 　
14 ビジネス情報技術 HNC なし 　
15 ビジネス情報技術 HND なし 　
16 ソフトウェア工学 HNC なし 　
17 工学技術 HNC なし 　
18 ファッション技術 HNC なし 　
19 ファッション技術 HND Nottingham Trent Univ. *UCASへ出願
20 法科学 HNC なし 　
21 家具装具研究 BA（Hons） Buckingamshire College *UCASへ出願
22 家具装具研究 HND Buckingamshire College *UCASへ出願
23 地理学 Univ. Cert. Nottingham University 　
24 グラフィックデザイン HNC なし 　
25 ホスピタリティ管理 HND なし 　
26 人文科学 BA Nottingham Trent Univ. 　
27 国際ビジネス（大学入学準備） ― DeMontfort University 　
28 ジャーナリズム ― なし 　
29 レジャー管理 HND なし 　
30 マルチメディア HNC なし 　
31 マルチメディア HND なし 　
32 音楽・音響技術・音楽産業 HNC なし 　
33 音響技術 HNC なし 　
34 音楽演奏 HND なし 　
35 音楽：ポップミュージック HNC なし 　
36 看護学 （看護師対象コース） Dip. of HE なし 　
37 舞台芸術 HND なし *UCASへ出願
38 レクリエーション管理 HNC Nottingham Trent Univ. 　
39 レクリエーション管理 HND なし *UCASへ出願
40 科学（応用生物学） HNC なし 　
41 旅行・観光管理 HNC なし 　
42 旅行・観光管理 HND なし 　
（注）
【資格について】
・HNC （Higher Nationall Certificate）： 2年パートタイム、現職者対象、週1日の集中講義形式のコース
・HND （Higher National Diploma）： 2年フルタイム、週2日の現場実習、週2日の集中講義形式のコース
・Associate Degree： 2年フルタイム、週2日の現場実習、週2日の講義（HNC課程と一般科目）のコース
・Univ. Cert. （University Certificate）： 1年フルタイム相当の高等教育修了資格
・Dip. of HE （Diploma of Higher Education）： 2年フルタイム相当の高等教育修了資格
・BA （Bachelor of Arts）： 学士コース、イギリスの学士コースは、3年フルタイム相当のコース
【出願方法】
・UCAS （The Universities and Colleges Admissions Service）： フルタイムの高等教育コースの出願を取り扱う機関
・出願方法が空欄のコースは、カレッジ独自の学生募集活動をおこなうコース
“Higher Education at New College Nottingham” （1999年度冊子 , p.12-13）より作成
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（Certificate of Higher Education, Diploma of Higher 
Education）であった。
高等教育課程への出願方法は、イギリスでは、通常、フル
タイムの高等教育課程に出願する場合、大学入学サービス
（The University and Colleges Admissions Services: UCAS）
を通じて、全国から、入学希望者の高等教育課程への出願
を受け付けている。しかし、ニューカレッジ・ノッティン
ガムでは、1999年度は、カレッジ独自に運営する新規の高
等教育課程が多く、UCASへの登録がないため、学生募集
は、カレッジ独自に実施されていた。
2． 高等教育課程の福祉実践コース（1999年‐2001年）の
開講科目・能力・指導体制
次に、高等教育課程の福祉実践コースについて整理する。
福祉実践コースは、2年制コースで、ベースホードホー
ル・カレッジ（キャンパス）において運営されており、HNC
課程（パートタイム）とHND課程（フルタイム）があった。
入学資格は、①18歳以上であること、②福祉関連の仕事に
ついているか、コースが開始される前に福祉関連の仕事に
つくことができること（ボランティアでも可）、③カレッジ
で実施する面接に合格していること、④必要な推薦状を
準備できること、⑤福祉関連の高校卒業程度の資格
（例：BTEC National Diploma修了 , ‘A’-Level：関連分野
で1科目以上合格）を持っていることであった。
2-1．福祉実践コースの開講科目
開講科目数は、HNC課程では必修6科目と選択必修４科
目の合計10科目、HND課程では必修9科目と選択必修
7科目の合計16科目であった（表2）。
必修科目は、HND課程の場合、「平等・多様性・権利
（Unit 1）」「個人・専門職としての能力形成（Unit 2）」「リスク
アセスメント（Unit 3）」「保健・福祉サービスの質（Unit 4）」
「専門的援助関係（Unit 5）」「専門的実践（Unit 6）」「調査方
法の理解（Unit 7）」「法律と社会政策（Unit 8）」「応用社会
学・心理学（Unit 9）」であった。
選択科目については、HND課程の場合、「高齢者との仕
事（Unit 17）」「個別ケアプログラムの管理（Unit 19）」「課題
研究（Unit 25）」「保健・福祉の今日的課題（Unit 27）」「犯罪
者との仕事（Unit 29）」「こども・若者との仕事（Unit 30）」
「障害（Unit31）」の7科目が選択必修科目として開講されて
いた。開講する選択科目は、コース担当の専任教員が、
利用可能な教育資源と学習者グループのニーズを検討して
決定していた。
なお、獲得が目指されている能力とその評価基準は、外
部機関の規定により、科目ごとに明確になっていた。
2-2． 福祉実践コースにおいて獲得が目指されている 
  「能力」
獲得が目指されている能力は、各科目の評価基準に即し
て形成される「職業関連の能力」、教育課程全体での学習活
動を通じて形成される「共通スキル」、そして、各科目の成
績評価の基準を通じて形成される「批判的思考力」の視点
から整理することができる（表3）。
（1） 職業関連の能力形成
職業に関連する能力は、履修する科目ごとに設定されて
いる能力の概要、その能力の詳細を定義する評価基準に
よって明確にされていた。
必修科目「個人・専門職としての能力形成（Unit 2）」の
場合、獲得が目指される能力の概要と、その能力形成を評
価するための基準は、次の通りであった（表3①）。まず、「個
人・専門職としての能力形成」の能力の概要は、次の3点に
要約されて記述されていた。2-1: 自己分析と計画作成に
ついて明確に理解することができる、2-2: 個人の能力形成
を計画し、継続的に取り組むことができる、そして、2-3: 
チームで効果的に活動することの必要を理解することが
でき、そのためのスキルが身についている、であった。そ
して、この3つの能力は、それぞれ、さらに複数の評価基準
によって詳細が定義されていた。2-1「自己分析と計画作
成について明確に理解することができる」の場合、その能
力形成の成果を確認するためには、2-1-1：学習スタイルに
ついて、自分自身のスタイルとそれ以外の多様な学習スタ
イルについて明らかにし、説明することができる、2-1-2：
多様な学習理論を検証することができる、2-1-3：現実的な
タイムマネージメントの計画を作成し、実行することがで
きる、2-1-4：個人としての成果を、自分の能力形成に関係
させてふり返ることができる、であった。
職業関連の能力は、科目ごとに評価基準が具体的に決め
られていた。そして、学習者が、コースワークと職場 /実習
での学習を通じて評価基準のすべての項目を満たす証拠を
準備し、客観的に提示することが、その科目に合格するた
めの条件となっていた。
（2） 共通スキルの形成
共通スキルとは、「自己の管理と能力形成」「他者との /に
関わる活動」「コミュニケーション」「作業管理と問題解決」
「数量的把握」「ITなどの技術活用」「構想・企画」の7領域の
スキルであった。共通スキルは、特定の科目（Unit）として
ではなく、教育課程全体における学習活動において、その
能力の形成が計画されていた。なお、成績評価は、最終的
には、共通スキルの各領域の評価が、成績評価票に個別に
記載されていた。
共通スキルの能力形成の支援は、各科目における試験や
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表2．福祉実践コース(HNC/D in Care Practice)の開講科目 : New College Nottingham 1999.9-2001.8
No. Unit番号 科目名
科目 
区分
担当 
教員 各科目の学習を通じて、学習者が獲得することが目指されている「能力」の概要
1 Unit 1
平等・多様性・権利
（Equality, Diversity and Rights）
HNC
HND
専任
H
1-1：優れた実践の諸原理を、どのような場面においても示す
1-2：原理から実践に発展させるための、福祉施設での多様な戦略的方法を検討する
1-3：（組織全体の）政策を策定し、実施するまで過程を理解する
2 Unit 2
個人・専門職としての能力形成
（Personal and Professional 
Development）
HNC
HND
専任
H
2-1：自己分析・評価と計画作成について明確に理解する
2-2：個人の能力形成を計画し、継続的に取り組む
2-3：チームで効果的に活動することの必要を理解し、そのスキルを身につけている
3 Unit3
リスクアセスメント
（Risk Assessment）
HNC
HND
専任
CB
3-1：リスクの多様な定義と、そのサービス利用者の権利への影響について検討する
3-2：利用者のニ ズーアセスメントとケアプラン作成の過程に、リスクアセスメントを取り入れる
3-3：福祉における、リスク管理のための直接援助、戦略、政策について検討する
4 Unit4
保健・福祉サービスの質
（Quality in Health and Care 
Services）
HNC
HND
専任
CB
4-1：福祉サービスの質がどのように定義されているかを分析する
4-2：福祉サービスの質がどのように実施されているかを説明する
4-3：福祉サービスの質の分析評価について検討する
5 Unit5
専門的援助関係
（Professional Helping 
Relationship）
HNC
HND
兼担
C
5-1：他者の生活に専門的に関わる意味・背景を検討する
5-2：援助をおこなう過程の理解し、援助関係を形成し、維持し、終了する能力を示す
5-3：援助モデルの種類を明らかにし、その実践への応用方法を示す
5-4：福祉サービス利用者に対する多様な職種との協力の成果を検証する
6 Unit6
専門的実践
（Professional Practice）
HNC
HND
兼担
C
6-1：サービス利用者のリスクを最小化し、社会への効果的な参加の機会を促進するための専門的
援助関係に参加する
6-2：サービス利用者に、権利と責任の両方の視点の能力を持たせる
6-3：法制度のもとで、ニーズとリスクを分析評価し、援助・保護・監督の性格と程度を計画する
6-4：明らかにしたニーズとリスクに対する直接的・間接的な援助の実施に貢献する
7 Unit7
調査方法の理解
（Understanding Research）
HNC
HND
専任
CB
7-1：社会調査方法の種類を説明し、評価する
7-2：保健・福祉の調査の倫理的課題を調査する
7-3：データ収集を実施する
7-4：統計データを活用し、説明する
8 Unit8
法律と社会政策
（Legislation and Social Policy）
HNC
HND
専任
H
8-1：おもな政治的立場・イデオロギーを、分析・比較により理解する
8-2：おもな法律の基礎となる諸原理、社会との関連、成果、社会変容への影響を分析・評価する
8-3：現在の福祉の課題、関連する政治的施策、改革の長所と短所を批判的に評価する
8-4：ヨーロッパの福祉戦略の比較研究を理解する
9 Unit9
応用社会学・心理学
（Applied Social and 
Psychological Studies）
HND 兼担VH
9-1：人々の個人差と、それが生涯を通じてどのように形成されるかを検討する
9-2：相互作用論の視点と、社会的役割とステレオタイプの重要性について説明する
9-3：保健・福祉における社会学・心理学の概念の応用について分析する
10 Unit17
高齢者との仕事
（Working with Older People） HND
専任
CB
17-1：高齢者に対する社会の認識に影響を与えているものを明確にする
17-2：高齢者のニーズと、提供されるサービスの関連を明らかにする
17-4：現在の法律とその有効性を、高齢者へのサービス提供と保護の視点から分析する
17-5：特定のニーズに合っているか、援助方法を評価する
11 Unit19
個別ケアプログラムの管理
（Managing Individual Care 
Programmes）
HND 専任CB
19-1：福祉施設の役割やサービス提供の方法を規定している行政・政策・組織の枠組みを明らかにする
19-2：利用者へのサービス提供の効果的な管理につながる要素を明確にする
19-4：ケアプラン作成において活用されるケアマネージメント等の理論と実践を評価する
19-5：ケアプログラムにおける多様な職種との協力の成果を検証する
12 Unit25
課題研究
（Independent Study） HND
専任
CB
25-1：保健・福祉に関する研究計画を準備する
25-2：調査を実施し、調査結果をまとめる
25-3：調査全体を自己評価する
13 Unit27
保健・福祉の今日的課題
（Current Issues in Health and 
Care）
HND 専任CB
27-1：メディアで取り上げられる保健・福祉の課題を定期的に確認する
27-2：保健・福祉の課題についての議論に参加する
27-3：興味あるテーマを選択し、その今日的な展開を分析する
14 Unit29
犯罪者との仕事
（Working with Offenders）
HNC
HND
兼担
D
29-1：犯罪者のニーズと、今日提供されているサービスがどのように合っているのかを明確にする
29-2：今日の法律・制度・実践とその有効性を、社会の保護と犯罪者のニーズへの援助という視点
から分析する
29-3：犯罪者の特定のニーズへの援助方法を評価する
15 Unit30
こども・若者との仕事
（Working with Children and 
Young People）
HNC
HND
兼担
V
30-1：こども・若者のニ ズーが、今日提供されているサービスとどのように合っているかを明確にする
30-2：今日の法律・ガイドラインとその有効性を、こどもの保護・明らかになったニーズへの援助
の視点から分析する
30-3：こども・若者の特定のニーズへの援助方法を評価する
16 Unit31
障害
（Disability） HND
専任
H
31-1：障害に対する認識に影響している要素を分析する
31-2：障害者のニーズと、今日提供されているサービスがどのように合っているのかを明確にする
31-3：特定の目的に合わせるための援助方法を評価する
（注）
・科目区分について： 「HNC」はHNC課程の必修科目、「HND」はHND課程の必修科目
・HNC in Care Practiceの修了要件： Unit 1～6（HNCコア科目）と選択科目の4科目の合計10科目に合格
・HND in Care Practiceの修了要件： Unit 1～9（HNDコア科目）と選択科目の7科目の合計16科目に合格
・選択科目としてUnit14～17, Unit20～24, Unit31～32の11科目があるが、非開講であったため、その詳細は上の表では省略している。
“Outline of the Higher National Programme in Care Practice” (NCN Basford Hall College Student Course Booklet, September 1999),  “Higher Nationals in 
Health and Care- Guidance and Units- Issue 1- April 1998’” (EDEXCEL： B004518),  “Higher National Programme HND Care Practice Student Tracking 
Record” (Programme Leader: HND Care Practice, NCN　Basford Hall College) より作成
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表3．福祉実践コース（HNC/C in Care Practice）において獲得することが目指されている「能力」
① 【職業関連の能力】
（例）専門科目「個人・専門職としての能力形成 （Unit2）」の場合
獲得が目指される能力の概要 評価基準 ：以下の内容をすべて実施することができる
2-1： 自己分析と計画作成について明確
に理解する
2-1-1：学習スタイルについて、自分自身のスタイルとそれ以外の多様な学習スタイル
を明らかにし、説明する
2-1-2：多様な学習理論を検証する
2-1-3：現実的なタイムマネージメントの計画を作成し、実行する
2-1-4：個人としての成果を、自分の能力形成に関係させてふりかえる
2-2： 個人の能力形成を計画し、継続的に
取り組む
2-2-1：キャリア計画、および現実的な目標を含むポートフォリオの作成を継続する
2-2-2：アセスメントのスキルを現実に即して実行する
2-2-3：個人としての行動や成果をふりかえり、その成果の日常的記録を継続する
2-2-4：援助が必要な領域を明らかにする
2-3： チームで効果的に活動することの
必要を理解し、そのスキルを身につ
けている
2-3-1：専門職およびほかの同僚との仕事上の関係を維持する
2-3-2：ミーティングに貢献する
2-3-3：自分およびチームとしての成果、および行動を分析し、評価する
2-3-4：チームとして効果的に働くための障害を調査する
② 【共通スキル】
獲得が目指される共通スキル 共通スキルの能力形成の方法
・自己の管理と能力形成
科目ごとの試験や課題に、以下の方法を取り入れ、共通スキルの能力を形成する
・課題提出期限の設定
・学生によるプレゼンテーション
・テーマや役割を決めたディスカッション
・職場実習の経験に基づくレポート作成
・ポートフォリオ（獲得された能力の証拠を集めた厚型ファイル）の作成
・他者との /に関わる活動
・コミュニケーション
・作業管理と問題解決
・数量的把握
・ITなどの技術活用
・構想・企画
③ 【批判的思考力】
成績評価 評価基準
優 （Distinction） ・各科目の評価基準を満たしている
・ 評価（Evaluation） の視点があり、表現の流暢さ（Fluency） があり、学習活動の自律性
（Autonomy/ Independence） がある
良 （Merit） ・各科目の評価基準を満たしている
・ 広い視野（Breadth, Extent of Coverage） があり、理論の応用や新たな視点
（Application, Resourcefulness） があり、文章の論理性（Coherence） がある
可 （Pass） ・各科目の評価基準を満たしている
保留 （Refer） ・ 各科目の評価基準に示されている項目のいくつかの基準に達していない、もしくは、
提出期限までに課題が提出されていない
・ 再提出期限までに提出し、評価基準のすべてを満たすことができた場合は、「可」の評
価のみとなる（「優」「良」はない）
“Higher Nationals in Health and Care- Guidance and Units- Issue 1- April 1998” (EDEXCEL B004518, P.21.), “A&G and 
Assignment Writing for BTEC F/N/HN Programmes- East Midlands Regional Office- Issue 1- February 1999”(EDXCEL, P.41.), 
“NCN Basford Hall College Higher National Programme in Care Practice Student Course Booklet September 1999”, “Introduction 
to the Higher National Programme”(HNC/D学生への配布物 ,1999年9月 )より作成
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課題として組み込まれ、実施された。例えば、次のような
方法があった。①課題の提出期限を厳格に設定し自己管
理させる。②学習者によるプレゼンテーションを課す。
③特定のテーマや役割を設定した上でのディスカッション
を実施する。④職場 /実習の経験にもとづく事例研究のレ
ポートを作成させる。⑤ポートフォリオの作成を通じて
獲得された能力を証明させる。これらの課題を設定する
ことにより、共通スキルの能力形成の支援と評価が継続的
に実施された。
（3） 批判的思考力の形成
批判的思考力は、「優（Distinction）」「良（Merit）」などの
成績評価の基準をもとに、学習者に対して、その能力形成
が支援されており、特に、担当チューターにより、高等教育
課程において学習者が身に付けるべき能力として強調さ
れ、指導されていた。
学生が履修する科目に合格するためには、「職業関連の
能力」および「共通スキル」の評価基準の全てを満たす学習
成果を作成し、科目担当教員に、その能力を客観的に証明
することが求められていた。さらに、単に履修科目の試験
に合格（Pass）するだけでなく、「優」「良」などの優れた成績
評価を得ることも可能であった。その場合、科目ごとの評
価基準の全ての項目を満たすことに加え、次の能力を示す
ことが求められていた。「良」の成績評価の場合、「幅広い
分野について情報収集を行うこと、理論の応用方法を検討
して新しい視点を提示すること、多様な情報を自分の考え
に即してまとめること」が求められていた。さらに、「優」
の成績評価の場合は、「良」の水準の能力に加え、「長所と短
所の両方のバランス感覚を持って評価することができ、多
様な情報を流暢な表現でまとめ、そして、最小限の指導の
もと自律して学習活動を展開すること」が求められていた。
2-3．福祉実践コースの指導体制
最後に、福祉実践コースの指導体制について述べる。 
福祉実践コースの授業時間割には、次の 3つの特徴が
あった。
第1は、教室での講義等が、週1日もしくは2日に集中し
て出席できるように計画されている点である。第2は、開
講される選択科目は、コース担当教員により学習者の状況
等が考慮され、調整のうえ決定されていた点である。第3
は、個人指導のためのチュートリアル（Tutorial）の時間が
毎週設定されており、個別の学習状況に即した学習支援が
計画されていた点である（表4）。
講義等の時間割の調整により、デイリリース（Day-
release）形式による週1～2日の研修休暇制度を活用して
高等教育課程に参加する学習者、パートタイムの仕事と学
業との両立を目指す学習者、あるいは、継続的な現場実習
を行うことを希望する学習者など、福祉現場において働き
ながら学ぶことが積極的に支援されていた。
チュートリアルは、教育課程全体における学習者の学習
活動を効果的に支援することを目的として実施されてい
た。コース担当の専任教員のうち1人が、学習者の担当
チューターとなり、定期的に個別面談を行い、そこで学習
者の学習ニーズを個別に把握し、必要な支援を行ってい
た。HND課程（フルタイム）の学習者の場合、定期の個別
面談（20分）を各学期2回以上（年6回以上）、職場での面談
（60分）を各学期1回以上実施されていた。
定期の個別面談では、まず、学習者がコースワーク（レ
ポートやポートフォリオの作成、現場実習を含む）を各自
で振り返り、そこで感じていることをチューターに伝えて
いた。そして、チューターは、学習者の学習状況について
の意見を伝え、学習者自身が、チューターの意見を参考に
して、自分の学習活動を管理できるように支援していた。
なお、チューターとの面談は、必修科目「個人・専門職とし
ての能力形成（Unit 2）」の一環として位置づけられてお
り、面談前の学習者による自己分析記録、面談後の担当
チューターによって作成された面談記録は、学習者の問題
解決等の能力形成の成果を示す証拠として、ポートフォリ
オ（Unit 2用） に保管することで、能力評価の資料となっ
ていた。
学習者の職場（もしくは現場実習先）においても、チュー
ターの指導のもと、チュートリアルが継続的に実施されて
いた。その目的は、学習者のアカデミックな学習活動に対
する学習者と職場における学習者の所属長との相互の支
援関係を形成するための連絡調整と支援であった。学習
者の職場、学習者、チューターの協力関係を形成すること
が課題となっており、具体的には、チューターは、学習者
の職場での学習環境づくりを支援するための手段として、
現場実習受入担当者向けに、福祉実践コースに関する冊子
を作成し、職場 /実習先における学習目標とその評価基準
の説明を行っていた。そして、職場において学習者がその
評価基準を満たすために必要な能力形成の機会を持てる
ように、また、その経験を証明するための証拠（文書）を作
成することができるように、定期の個別面談等による学習
者の理解をふまえ具体的な協力依頼を行っていた。
考察
継続教育カレッジにおける高等教育課程の特徴は、外部
の資格授与機関によって高等教育課程の運営を行うため、
その基準に大きく規定されていることであった。高等職
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業教育修了資格（HNCとHND）課程の場合、モジュール
（Module）形式の教育課程であり、それぞれの科目（Unit）
および、科目において獲得すべき能力（Outcomes）の独立
性が高いが、開講科目ごとに、資格授与機関により、科目
の概要（Description of unit）、獲得すべき能力とその評価
基準（Outcomes and assessment criteria）、学習指導方法の
ガイド、職業資格（National Vocational Qualification）にお
ける能力との関連性などがあらかじめ決められていた。
そのため、コース担当の専任教員の役割は、第1に、開講科
目の内容と評価基準、利用可能な教育資源、そして、実際
に参加している学習者のニーズを検討し、開講可能な科目
とそこで獲得すべき能力の基準を組み合わせながら、教育
課程全体を通じて、コースの目的に合った教育内容編成を
行うことであった。第2に、科目担当教員として（または
科目担当教員と協力して）、各科目の評価基準を検討し、実
際の学習者に合った能力形成の支援のための授業を計画
することであった。そして、第3に、担当チューターとして、
学習者の状況を把握し、必要な学習支援を実施することで
あった。
チュートリアルによる個別の指導体制が充実している
が、その背景として、継続教育カレッジにおける高等教育
課程での成績評価が、外部の資格授与機関による承認を必
要とする、上記のような外的な条件による影響があった。
つまり、教員の教育活動の成果とその妥当性も、結果的に、
資格授与機関の基準に即して評価されるため、教員は、学
習者の個別状況を把握し、科目ごとに詳細に記述されてい
るすべての評価基準を満たす能力を、学生が獲得できるよ
うに支援するだけでなく、その成果を、第三者（外部資格授
与機関）が確認できるように、ポートフォリオの作成など
を通じて、学習者が獲得した能力を客観的に証明するため
表4．福祉実践コース (HNC/D in Care Practice) の1年次の時間割（1999年）
【授業予定】
　 1学期
9月～12月
2学期
1月～4月
3学期
5月～8月
月曜日 木曜日 月曜日 木曜日 月曜日 木曜日
HNC課程
HND課程
HND課程 HNC課程
HND課程
HND課程 HNC課程
HND課程
HND課程
9：00～12：15 調査方法の 
理解
(Unit 7)
保健・福祉の 
日的課題
(Unit 27)
保健・福祉 
サービスの質
(Unit 4)
高齢者との 
仕事
(Unit 17)
リスクアセス 
メント
(Unit 3)
選択科目
（調整中） 
13：00～15：30 平等・多様性・ 
権利
(Unit 1)
高齢者との 
仕事
(Unit 17)
平等・多様性・ 
権利
(Unit 1)
選択科目
（調整中） 
専門的支援 
関係
(Unit 5)
選択科目
（調整中） 
15：45～17：15 個人・専門職と
しての能力形成 
(Unit 2)
チュートリアル
個人・専門職と
しての能力形成
(Unit 2)
チュートリアル
専門的実践
(Unit 6) チュートリアル
17：15～18：00
チュートリアル 　 チュートリアル 　 チュートリアル 　
【学外学習予定】
週2日 現場実習の開始　⇒ 現場実習の継続　⇒ 現場実習の継続　⇒
週1日 自習（レポート作成等） 自習（レポート作成等） 自習（レポート作成等）
【チュートリアル】
定期の個別面談
（1回20分）
HNC課程：1回以上
HND課程：2回以上
HNC課程：1回以上
HND課程：2回以上
HNC課程：1回以上
HND課程：2回以上
職場での面談
（1回60分） 共通：1回以上 共通：1回以上 共通：1回以上
“Proposed Year Plan　HNC Care Practice Year 1”, “Proposed Year Plan　HND Care Practice Year 1” （以上、HNC/D学生
への配布物 , 1999年9月） , “Getting the Most Out of The Tutorial System”, “Professional Development Tutorials （3 Way 
Meetings）”, “Placement Supervisor’s Guidelines”　（以上、HNC/D学生への配布物 , 2000年2月）より作成
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の支援を徹底する必要があった。
以上のように、外部機関による基準によって高等教育課
程における教育活動は大きく規定されていたが、同時、外
部機関による規定に、教員の問題意識を踏まえた、教育課
程の発展の可能性が含まれていることを確認することも
できた。
例えば、「職業関連の能力」や「共通スキル」の評価基準
は、教育課程を通じて学習者が獲得すべき能力を規定して
いるが、このことは、評価基準の明確化により、学習者が
系統的な能力形成の機会を保障する側面があった。そし
て、教員は、「優」や「良」の成績評価の基準をもとに、より
高度な学習成果を設定し、学習支援を行うことが可能に
なっていた。
さらに、開講科目の決定についても、教育課程の発展の
可能性が開かれていた。福祉実践コースのHND課程で
は、選択科目として7科目が開講されていたが、その開講
科目は、コース担当教員により、次の点が考慮され、決定
されていた。それは、学習者全員が高齢者との仕事をし
ていること、教員自身が調査研究に基づく福祉実践の展
開を重視していること、および課程修了後の社会福祉専
門分野へのキャリアパスへの考慮である。具体的には、
高齢者関連科目として「高齢者との仕事」「個別ケアプロ
グラムの管理」「障害」、調査研究関連科目として「課題研
究」「保健・福祉の今日的課題」、そして、キャリアパス科目
として「犯罪者との仕事」「こども・若者との仕事」が開講
されていた。また、資格制度上、上記の実際に開講された
科目以外にも、福祉マネージメントや保健福祉専門分野に
関する選択科目の開講が可能であり、教育機関における教
育資源の制約はあるが、学習者のニーズや教育目的に応じ
て柔軟に開講科目を計画することが可能であった。
その他、高等教育課程では、入学資格に関して、入学希
望者の職業経験の水準に関する詳細な規定がないため、
多様な人々を学習者として受け入れ、より高度な職業関
連の能力形成の機会を提供することが可能になっていた。
この点は、職業資格（National Vocational Qualification: 
NVQ）取得のための教育課程では、学習者の実際の職務内
容の水準によって、参加可能な分野と水準が決定される
ため、結果的に、高度な職業能力形成の機会への参加が、
入学希望者の職業経験により制限されることと比較する
と、大きく異なる点であった。さらに、働きながら就学す
るための条件の整備は、経済的な事情により、高等教育へ
の参加ができなかった人々への高等教育機会拡大につな
がっていた。
ただし、高等教育機会の拡大に伴う課題も生じていた。
例えば、高等教育機会が拡大する状況において、継続教育
カレッジにおける高等教育課程に働きながら参加する学
習者の多くは、福祉実践コースの場合、主に高等教育課程
に初めて参加する、福祉サービス利用者への直接的支援を
職務とする職員が中心であった。一方、継続教育カレッジ
における高等教育課程においても、職業関連の獲得すべき
能力の評価基準の規定は、高等教育コースと同水準の職業
資格との関連性が強く意識されており、具体的には、施設
やサービスのマネージメント、ソーシャルワークや看護な
どの専門的な経験を持っていることを前提とする傾向が
あった。ここには、資格制度において想定される学習者と、
継続教育カレッジにおける実際の学習者の間の不一致が
生じていた。高等教育の機会が拡大されたことにより、多
様な人々が継続教育カレッジにおいて高度な職業能力形
成の機会を得たが、自分の職業経験では、求められる能力
に対応する学習成果を証明することを困難に感じる学習
者が存在していた。このような状況において、継続教育カ
レッジでは、チュートリアルの充実など、学習者が経験す
る困難に対応した学習支援の充実が課題となった。また、
これ以外にも、例えば、資格授与機関が定める評価基準の
妥当性、教員の教育方法の効果、高等教育機会を拡大する
意義など、高等教育の機会拡大に伴う検討すべき課題が
あった。
結論
本研究では、イギリスの継続教育カレッジにおける高等
教育課程が、外部機関による資格制度の規定に即して教育
課程が運営される点に注目し、資格制度にもとづく高等教
育課程の特徴を検討することによって、その課題と可能性
を明らかにした。
今後、コミュニティにおける高等教育の質についての議
論を深めるために、以下の点に関する検討が課題である。
第1は、本論では、教育活動と学習活動の条件となってい
る、高等教育課程の特徴を整理していたが、さらに、教員
と学習者の経験の質的な分析を通じて、教育活動と学習活
動を具体的に記述し、考察することが課題である。第2は、
継続教育カレッジにおける高等教育の事例分析をふまえ、
その背景にある政策動向を明らかにすることが課題であ
る。そして、第3は、コミュニティにおける高等教育課程
の変化に関する分析も課題である。本論では、1999年か
ら2001年までの2年間を研究対象としているが、1999年
から現在までの約15年に及ぶ経過の中で、継続教育カレッ
ジにおける高等教育の教育課程、教育方法、評価基準に変
化が生じており、その質的な変化と背景としての政策につ
いて分析することが課題である。
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How was the Higher Education Program at the Further Education College  
Organized in the United Kingdom?   
A Case Study of the Higher National Program in Care Practice (1999-2001)
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Abstract : This is a case study report of the Higher Education Program at the Further Education College in the United 
Kingdom.  At first, the higher education courses in 1999 of the New College Nottingham, a further education college, 
were described.  Then, the Higher National Program in Care Practice, which was the 2-year program from 1999 to 2001, 
was analyzed, and the characteristics of its curriculum, outcomes, evaluation criteria and learning support system were 
identified.  Finally, the issues of this program were discussed.
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